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研究会だより
第25回岡山実験動物研究会
平成5年6月18日睦)午後 1時30分から岡山県新
技術振興財団との共催で重井医学研究所において,
沖垣達所長はじめ研究所の関係者のお世話で開催
された｡
はじめに会長の栗本雅司所長(㈱林原生物化学研
究所･藤崎研究所)から開会の御挨拶があり,その
徳,一般講演に移った｡
一般講演(1)は ｢初期経験と後期経験との組み合
わせによる心理的機能と生理的機能の変化｣と題
して岡山大･文学部の三谷恵一先生,BenHassine
Dhaigham氏,DueriFabiolaさんのお三方が順
次講演された｡この司会は片山泰人先生(岡山大･
医学部)が担当された｡
一般講演(2)は ｢吉備製薬工場の-ムスター生態
の観察(その1)昼間と夜間の交尾行動｣と題して
㈱林原生物化学研究所 ･吉備製薬工場の川崎翁史
氏が講演された｡この司会は内藤一郎先生(垂井医
学研究所)が担当された｡
一般講演(3)は ｢スンクス脳の糖脂質分析｣と題
して垂井医学研究所の渡辺清博先生が講演された｡
この司会は亀井干晃先生(岡山大 ･薬学部)が担当
された｡
一般講演(3)の終了後,休憩をとった後,事務局
から会務報告があった｡その内容を要約すると,
(》平成4年度の活動報告(第23回,第24回研究会の
開催,会報9号の発行,会報-の広告掲載5社,
会長,理事,常務理事,監事の役月の選出,常務
理事会 3回の開催)について,②平成4年度会計監
査が監事の湯原正高先生(岡山大 ･農学部),中永
征太郎先生(ノー トルダム清心女子大)によってな
されたこと,③研究会報第10号の発行について,
④次期(第26回)の研究会は11月下旬または12月中
旬に開催予定であること,(9関西実験動物研究会
から研究会長宛に話題提供(岡山実験動物研究会
の発足の経緯など)の要請があった,などであった｡
会務報告後,特別講演に移った｡特別講演は｢動
物におけるシー トからの形つくり｣と題して新技
術事業団 ･吉里再生機構プロジェクトの本多久夫
先生が約 1時間30分間にわたって講演された｡こ
の司会は沖垣達先生(垂井医学研究所 ･所長)が担
当された｡
この会には約60名の参加者があり,盛会のうち
に終えた｡
一般講演および特別講演の要旨は以下に示した｡
一般講演(1)
初期経験と後期経験との組み合わせによる
心理的機能と生理的機能の変化
三谷恵一,BenHassineDhaigham
DueriFabiola
岡山大学文学部心理学教室
45匹のウイスター ･ラットを生後50日に豊富な
環境群(EC)と貧弱な環境群(IC)に分けて92日間の
分化的初期経験(EE:earlyexperience)を与え
た｡両群とも650×450×250mmの金属ケイジである
が,ECにはトンネル,ブランコ,白の小壁面に14.758
mmの三角形が提示されていた｡ICには以上の物体
はなく,視覚的パターン視を制限するために周囲
を白いプラスティク板で養った｡142日にそれぞれ
の群を折半して92日の分化的後期経験(LE:later
experience)を与えた｡すなわち,"初期 EC〝×"徳
期 EC〟の2×2実験計画によるEC-EC(〟-ll),
EC-1C(〟-12),IC-EC(〟-ll),IC-1C(〟-ll)
の4群構成である｡
EEの終了した142日の体重は,初期ECの2群
の平均が初期 ICの2群の平均よりも5%レベル
で有意に少なくスリムであり,オープンフィール
ド･テスト(OPT)の結果,"初期 EC〟のみが有意
に,"後期 EC〟もある程度効果を持ち,活動性は
EC-EC,EC-IC,IC-EC,IC-1C群の順に高くな
った｡またIC-1Cの73%にのみ左体側に禿が出現
した｡
高架式直走路(ERT)の結果,IC-1Cのみが特異
な反応を示して9.1%のみが出発したものの,強化
のないゴールまで渡橋したラットはこの群のみ皆
無であった｡排尿は多く,特に排便は著しく多い｡
IC-ICにより不安 ･恐怖が形成され,神経一筋の
共応機能が著しく疎外されていくことが示唆され
た｡
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以上により,(1)生理心理的機能に及ぼす独立変
数としての環境要因ないしは経験要因は,初期経
験(EE)としてのみ作用するのではなく,後期経験
(LE)としても作用しうること｡(2)初期経験と後期
経験との組み合わせまたは論理積が重要であり,
そのパターンに対応して生理心理的機能が異なっ
た展開を示すこと｡(3)同量 ･同期間の経験が与え
られる場合は,望ましい効果となる場合も望まし
くない効果となる場合も,初期経験の方が後期経
験よりも強い影響を及ぼすこと,という3仮説が
支持された｡
一般講演(2)
吉備製薬工場のハムスター生態の観察(その 1)
昼間と夜間の交尾行動
川崎翁史,池上哲也,中嶋尚丈,三藤雅之
古田拓司,山根由弘,安藤駿作
㈱林原生物化学研究所 吉備製薬工場
-ムスターを用いた林原 inuivo細胞増殖法に
よる生理活性物質の製造において,-ムスターの
生態を把握することは-ムスターを維持管理する
上で重要な要素のひとつと考え,今回の交尾行動
の観察を行った｡
一般に,動物は各々固有の交尾パターンをもつ
といわれている｡ また,動物によって特有の性周
期を有する｡ -ムスターでは,発情前期,発情期,
発情後期,休止期の4日間からなる｡このうち,
発情前期の日の午後から発情期の日の昼過ぎまで
の交尾によって妊娠が成立するといわれている｡
そこで,我々は,雌が発情前期の夜間と発情期の
昼間の交尾において,その交尾行動と妊娠成立の
経過を観察し,比較することにより,出産率の向
上の一助となる知見がつかめるのではないかと考
えた｡
一連の交尾行動を終えるまでの所要時間につい
ては,昼間1190秒,夜間2723秒と夜間において有
意に延長した(P<0.05)｡また,射精シリー ズ回数
においても昼間5.3回に対して夜間9.6回と夜間に
おいて有意に増加した(P<0.05)｡各射精シリー ズ
の所要時間においても夜間で延長する傾向があっ
た｡性的不応期の所要時間では昼間と夜間のいず
れにおいても差は認められなかった｡
昼間の交尾のうち,妊娠成立そして出産に至っ
たものは,11例中5例であり,夜間では,10例中
9例であった｡妊娠期間については,昼間と夜間
のいずれにおいても16日であった｡
今回の観察により発情前期である夜間に交尾す
ることによって有意に交尾時間の延長,射精シリ
ーズ回数の増加が認められ,出産率も上昇する結
果が得られた｡
一般講演(3)
スンクス脳の糖脂質分析
渡 辺 清 博
重井医学研究所生化学部門
スンクス(Suncusmurinus)は,有爪区食虫目ト
ガリネズミ科ジネズミ亜科に属し,系統樹の上で
はげっ歯目より霊長目に近縁な動物群とされてい
る｡ 実験動物としては,これまでにSaitoらによ
り神経成長因子(NGF),ホルモン代謝,肝障害,
嶋吐の研究など幅広い研究がなされ,ヒトとの類
似点が多いことが明らかになった｡スンクスの各
臓器組織の糖脂質分析はNagaiらによる腎糖脂質
分析についての報告があるだけであり,今回,ス
ンクスの脳の糖脂質について分離,精製および部
分同定したので報告する｡
スンクスの大脳,小脳,嘆球から糖脂質を抽出
徳,QAE-Sephadexカラムにより,中性と酸性糖
脂質画分に分けた｡
[中性糖脂質] 中性糖脂質画分は,次いでアセ
チル化後フロリシルカラムにより精製LTLC分
析した｡中性糖脂質画分には TLC上で4本の糖
脂質スポット(Nl-N4)が認められた｡各部位,各
週齢および両性とも主成分はNl,N2糖脂質であ
り,これらは全体の70-80%を占めていた｡また,
Nl,N2糖脂質は年齢の増加に伴い7-9ポイン
ト増加するのに対してN3糖脂質は約 1/2に減少
していた｡FAB-MSスペクトルから,これら4種
類の糖脂質は脂肪酸組成が異なる2種類の Gaト
Cer(Nl,N2),GA2(N2)およびGAl(N4)と同定
された｡
[酸性糖脂質] 酸性糖脂質画分の TLCクロマ
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トグラムから,GMl,GDla,GDlb,GTlb,GQlb
が主要成分として検出され,さらに蛍光試薬を用
いた2次元 TCL分析から酸性画分には25種類の
糖脂質の存在が認められた｡
酸性画分のガングリオシド組成は他の晴乳動物
のものとほぼ同じであったが,中性画分にはGal
-Cer以外にtri-およびtetrahexosylceramideが
検出され他の動物脳と大きく異なっていることが
明らかとなった｡
特別講演
動物におけるシー トからの形つくり
本 多 久 夫
新技術事業団 ･吉里再生機構プロジェクト
多細胞生物の形は2次元を基本に考えていくと
理解しやすくなり,見通しもよくなる(拙著｢シー
トからの身体づ くり｣中公新書1991)｡ここでは3
次元空間の中で2次元的なシー ト構造が変形する
様子を頭にえがきながら生物の形を考えた｡
2次元シー トは遺伝子と形の橋渡し 発生過程
で上皮組織とよばれる,細胞が集まってできたシ
ー トが窪んだり,融合したり,分離したり--･独
特の変形をおこなう｡この結果,身体は上皮シー
トですみずみまでおおわれることになる｡ これら
の変形過程をさかのぼれば,身体のパーツは,脂
腔という普通は閉じた曲面であるシー トの上に運
命予定地図としてプロットできる｡ すなわち,形
は遺伝子によって決定されていると考えれば,
遺伝子 - シー ト- 形
というスキームが成り立つ｡形の形成の研究分野
は,遺伝子がシー トに地図をかく段階と,その地
図に従ってシー トがふくらんだり,折 り畳まれた
りして形ができる段階に分けることができる｡
細胞極性に基づいて再構築されるシー ト構造 シ
- トの変形中にシー ト構造をつくっていた細胞が
いったんシー トでない細胞塊になってから再びシ
ー ト構造をつくることがある｡ 上皮細胞は多面体
の一方がウラ(基底膜側)なら他方はオモテ(自由空
間側)という極性を形成することで,シー ト構造に
復帰する自己形成能をもつのである｡ この例とし
て甲状腺の形成を考えた｡
シー トのフラクタル的構造 腸管内壁は吸収機
能向上のため表面積が大きくなっている｡ 内壁に
環状ヒダがあり,このヒダ面にぎっしりと械毛突
起があり,械毛突起の表面にはまた微械毛突起が
ある｡ この何段階かの入れ子構造のフラクタル次
元を求めると2.4であった｡これは,はじめ単純な
2次元シー トであったものが表面積を大きくする
よう入りくんで複雑化する｡ その複雑さの程度を
定量すると3次元の方に0.4だけにじみでたと解釈
できる｡
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第26回岡山実験動物研究会
平成5年12月17日蝕午後 1時からまきび会館に
おいて岡山県新技術振興財団との共催で開催され
た｡
はじめに会長の栗本雅司所長(㈱林原生物化学研
究所･藤崎研究所)から開会の御挨拶があった｡こ
の御挨拶の中で,長年にわたって恐竜の発掘調査,
研究を進められておられる石井健一教授をお招き
したこと,また本会の発展に寄与された矢部芳郎
教授,田坂賢二教授が来春御定年で退官を迎えら
れることなどをお話された｡
招待講演は ｢モンゴル ･ゴビ砂漠における恐竜
調査｣と題して近畿大学,林原自然科学博物館準
備室長の石井健一教授が講演された｡この司会は
栗本雅司所長が担当された｡
招待講演終了後,休憩,会務報告の後,矢部芳
郎先生,田坂賢二先生に対して名誉会月の称号を
授与する表彰式が行われた｡岡山実験動物研究会
の発展に貢献された御功績に対して,会長の栗本
雅司先生から両先生に表彰状と記念品が贈呈され
た｡
その後,記念講演に移った｡記念講演 Ⅰは ｢実
験動物と私達｣と題して岡山大学医学部の矢部芳
郎教授が講演された｡この司会は佐藤(岡山大学･
農学部)が担当した｡
記念講演ⅠⅠは ｢動物としての細胞｣と題して岡
山大学薬学部の田坂賢二教授が講演された｡この
司会は高橋正備教授(ノー トルダム清心女子大)が
担当された｡
